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  皆様には、お変わりなくお過ごしでしょうか？ 
 
 中里北部地区社会福祉協議会総会は、昨年に引き続き、書面議決により行

われ、すべて承認されました。 

 コロナ禍において、ほとんどの行事が中止となる中、６月５日鴨志田第一

小ではボッチャ・モルック大会が開催され、久しぶりに、地域の仲間たちの

楽しそうな笑い声に包まれました。 

 「気づきの和」活動も本格的に動き出しました。たくさんの目でお互いを

見守りながら、私たちの地域をみんなで守っていきましょう。 

                              副 会 長 岡 田 み ど り 

 

 

 

 

 

 

      ～ 中里北部地区社会福祉協議会総会開催 ～ 
 
   日頃から、本会活動にご理解ご協力いただき、誠にありがとうございます。 

  第35回中里北部地区社会福祉協議会総会は、書面議決により行われ承認されました。 
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2021年度　中里北部地区社会福祉協議会　役員・事務局

役　職 　氏　名 　氏　名

会　長  飯島　文夫  森　　昌雄

副会長  奥田　妙子  藤本　恵子

副会長  岡田　みどり  松本　勝美

会　計  田中　ゆり  田村　明美

会　計  福井　カツ子  藤平　洋子

監　事  大曽根 孝一  高山　好主

監　事  久保木 俊男  高松　　正

顧　問  竹内　英臣

相談役  井戸川　妙
事務局

坂上 正一　佐野 晴美　福島 由香子

榎本 隆子　中澤 忠一　篠原 秀子

理事兼 広報部 部長

理事兼 事務局 長

　　役　　　職

理事兼 渉外部 部長

理事兼 すこやか食事部 部長

理事兼 ふれあい部 部長

理事兼 見守り部 部長

理事兼 青少年部 部長



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度に引き続いて新型

コロナにより各種の行事が

制限され、 春のお花見、

バス旅行等中止となってい

ます。 

 

 新型コロナ感染拡大防止

を行い、これから行事を実

行できるように考えたいと

思います。 
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2020年度決算・2021年度予算
(単位：円)

2020年度決算額 2021年度予算額

50,000 50,000
884,000 658,000
160,000 160,000

収 60,000 30,000
0 0
0 0
0 460,000
0 0
0 460,000

入 0 10,000
5 50
0 0

2,500 94,500
0 84,000

2,500 10,500
1,156,505 1,462,550
736,887 1,205,574

1,893,392 2,668,124

事　　業　　費 109,463 777,000

84,554 330,000

児童事業費 24,909 42,000
支 ボランティア活動費 0 25,000

地域交流事業費 0 380,000
お　花　見 0 0
バ ス 旅 行 0 350,000
三世代ふれあい 0 30,000

調査・広報・研修費 46,430 65,000
調 査 費 0 0
広 報 費 46,430 65,000

出 研 修 費 0 0
28,702 115,000

通 信 費 18,760 30,000
消耗備品費 6,052 70,000
事務所経費 0 0
そ の 他 3,890 15,000

会　　議　　費 72,103 240,000
渉　　外　　費 0 80,000

慶 弔 費 0 60,000
渉 外 費 0 20,000

備　　品　　費 10,120 0
助　　成　　金 416,000 516,000

民生児童委員協議会 120,000 120,000
スポーツ推進委員協議会 30,000 30,000
青少年指導員協議会 30,000 30,000
子供会 36,000 36,000
友愛活動推進員会 20,000 20,000
トゥギャザー 150,000 150,000
ちょこボラ 30,000 30,000
気づきの和 0 100,000

会　　　　 　費 5,000 5,000
積　　立　　金 0 0
雑　　　　　 費 0 10,000
予　　備　　費 　 0 860,124
次年度繰越金 1,205,574 0

合　　　計　　　額 1,893,392 2,668,124

預　金　利　息

　　　 科　　　目
市 社 協 補 助 金
区 社 協 補 助 金
中里北部連合町内会助成金

その他の補助金・助成金

地 区 社 協 独 自 会 費

区社協会費還元金
収　益　金（参加会費）

お 花 見
バス旅行

寄　　付　　金

合　　計　　額

高 齢 者 事 業 費

障 害 者 事 業 費

事　　務　　費

雑　収　入
負　担　金　収　入

すこやかお食事会
子育てふれあい広場

小　　　　　 計
前 年 度 繰 越 金
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2021 年度 青少年部 活動報告 
 

    〈 さわやかスポーツ体験 〉 

           ～ボッチャ・モルックの競技体験～       青少年部部長 松本 勝美 
 

 2021 年 6 月 5 日（土）鴨志田第一小学校において、子ども会を開催いたしました。 

コロナウィルス感染予防対策として、大会前の検温、マスク着用、競技ごとに使用する道具の消毒を徹

底することで、参加者のみなさんに安心して競技に参加していただけました。 

 児童の参加者は 23 名。保護者や鴨志田第一小学校、緑小学校の校長先生も参戦し、大人も含め、30

名を超える参加者となりました。 

 モルックは校庭、ボッチャは体育館で執り行われました。モルック、ボッチャともに、走って体力を

使う競技ではないため、年齢や体力の差を感じることなく受け入れられやすかったようです。頭脳プレ

ーも伴うため、大人も子どもも白熱し、予想以上に「楽しかった！」「またやりたい！」という声が聞か

れました。 

 身体を動かすことを通し、子どもたちや保護者、地域の方々との交流が広がったことを嬉しく思いま

す。今後、また競技を体験できる機会を増やしていこうと検討しております。 

 

 

【 ルール概要 】 

 

★モルックのルール 

 プレイヤーはモルックと呼ばれる木製の棒を投げて、スキットルと 

呼ばれる木製のピンを倒します。 

 スキットルの倒れた本数と、そこに書かれた数字により得点を得ます。 

その得点の合計がちょうど 50 点にしたプレイヤーの勝利となります。 

50 点を超えてしまうと、25 点に戻ります。 

 

★ボッチャのルール 

 ジャックボールという目標になる白い球に向けて、先攻は赤、後攻は青の 

ボールをそれぞれ 6 球ずつ投げます。 

 ジャックボールを先攻のチーム（赤）が投げ、その後に、赤いボールを 

投げます。次に、後攻のチームが青ボールを投げ、ジャックボールから 

遠かったチームがジャックボールに近くなるまで続けて投球し、交代 

します。 

 最終的に手持ちの球を全部投げ終わった時点で、ジャックボールに 

近い球のチームが勝利者となり点数が入ります。 

 このサイクルを「エンド」といい、公式戦では４～６エンド行い、 

合計得点が高いチームが勝利となります。 

 
 

           気づきの和 の活動が始まりました。 
         さりげないやさしさや気づかいで支え合う！ 

         何か気づいたら地域ケアプラザヘ 

                   電話：045-961-6911 

 

●● ボッチャは 

  パラリンピックの 

  正式種目です！●● 
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〈 子育てふれあい広場 〉 

                 森田文子 

 中里北部地区社会福祉協議会では子育て支援

の一環として毎月第 4 水曜日に「子育てふれあ

い広場」を開催しています。昨年度は新型コロ

ナの影響により中止した時もありましたが今年

度は感染対策を行いながら毎月(８月はお休み)

開催しています。 

 

 子育て中は不安や悩みがつきものですが、コ

ロナ禍の今は孤立感や閉塞感を特に強く感じて

しまうのではないでしょうか。コロナ禍でも親

子の憩いの場となるように工夫しながら開催し

ていますので気分転換にご利用いただければと

思います。 

 

 子育て中の親子なら予約無しでご参加いただけます。皆様のご参加をお待ちしております。 

 ☆今後の開催日 ２０２１/9/22  10/27  11/24  12/22 

         ２０２２/1/26    2/16   3/23 

 ☆開催時間   午後 1 時 30 分～3 時 

 ☆開催場所   鴨志田コミュニティハウス 

           電話：045-962-2813 

                          ＊地域の皆様 

                     コロナ禍で頑張っている子育て家族を 

                     暖かく優しい眼差しで見守ってくださいね！ 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                     編集後記 

＊社協だより 6３号を制作するにあたり、関わっていただいた皆様に心より感謝します。 

＊新型コロナウイルスワクチンの接種で効果が期待されますが、感染力の強い変異株の 

 広がりもあり、引き続き人と人との距離、マスク着用や手洗いなどの基本的な感染対策を 

 行っていきましょう。 

 

         広報部長：高山好主   編集員：高松 正  篠原秀子  榎本隆子 


